
● 録音モードが混在しているディスクも再生できます。
● MDLPモードは、標準モードと比較して、音質に
若干の変化があります。あらかじめご了承ください。

● 本機では、グループ登録はできません。
● グループの編集（曲の追加・削除・移動など）を
行った場合には、グループ機能が正しく動作しな
かったり、使えないことがあります。グループ登録し
なおしてください。

● 100以降のグループは、グループとして認識されません。
（グループ選択やグループ名表示ができません。）
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を押して、

MDモードにする
● 再生が始まります。
「NO DISC」と表示されたときは
MDを入れてください。

または を押して、

曲を選ぶ
早戻し/早送りするには
0.5秒以上押し続ける
● 押し続けている間、早戻し/早送りされます。

MDが入っているときは

曲の
再生経過時間 MDが入っているときに点灯

絶対曲番号※1

MDを入れるには

● MDを入れると、再生が始まります。
● データを読み取って再生が始まるまでに、
若干時間がかかる場合があります。

取り出すには

を押す
● MDが出てくる動作が完全に止まってから引き
抜いてください。

MD
を
聞
く

1 を押して、パネルを開ける

2 MDを入れて、パネルを閉める

MDを聞く

お知らせ

各曲の録音モード
LP2 ：2倍長録音
LP4 ：4倍長録音
消灯時：標準録音

※1 絶対曲番号
ディスク内すべてに対する曲番号が表示されます。
● 相対曲番号(再生中のグループ内に対する曲番号)
は、表示されません。

※2 グループ番号
グループ登録されている場合のみ、表示されます。

0;My_BEST//1-5;Pops//6-9;Rock//……//

ディスク名を認識�グループの�
先頭曲-最終曲�
を認識�

グループごとの区別�
※ 最後のグループの末尾にも、�
 必ず付けてください。�

■グループ管理情報について
● グループ機能を搭載していない録音機でも、ディスク名
の記録領域へ一定の法則に従ってグループ情報を入力
することにより、グループ登録できます。
（最大99グループまで）
● グループ名未対応の機器で再生した場合には、文字列
がそのままディスク名として表示されます。

● グループ管理情報が正しいフォーマットで記述できて
いない場合には、思いどおりにグループ化されなかっ
たり、グループ機能が使えない場合があります。

グループ管理情報（文字列）の例

グループ番号※2

パネルを
閉める

矢印の向きで
（タイトル面を上に）が点灯していないことを確認してください。

が点灯します。

を押す
● 再度押すと、解除されます。

を2秒以上押す
● 再度2秒以上押すと、解除
されます。

全ての曲

再生中の
グループ

を押す
● 再度押すと、解除されます。

を2秒以上押す
● 再度2秒以上押すと、解除
されます。

再生中の
曲

再生中の
グループ

を押す

● 各曲を約10秒ずつ再生します。
● 再度押すと、解除されます。

1周すると
● 解除されます。（もとの曲の先頭に戻る。）

曲番号が点滅します。

曲を探す
（スキャン）

繰り返し聞く
（リピート）

順不同に聞く
（ランダム）

いろいろな再生

タイトル表示中に、 を押す

● タイトル (ディスク名/グループ名/曲名) が1周スクロールします。
タイトルを
スクロールさせる

を押して、グループを選ぶ
● 押し続けている間、連続して切り替わります。

●グループで録音されている場合
グループ単位で頭出しされます。

●グループで録音されていない場合
10曲単位でスキップして頭出しされます。
ディスク内の総曲数(最終曲・先頭曲)を超えたときは、1曲目
から再生されます。

先頭曲がどのグループにも属していない場合には、先頭グループの1曲
目（先頭曲）から再生が始まります。

聞きたい曲(グループ)
をスピーディに選ぶ

MDLPで多くの曲が録音されて
いるディスクでも、聞きたい曲
が簡単に探せます。
アルバム/アーティスト/ジャンル
ごとなどにグループ登録されて
いる場合には、グループを選ん
で再生できます。

が点滅します。

が点灯します。

が点滅します。

を押す
● 再度押すと、解除されます。

一時停止する
（ポーズ）
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